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1. 部 局 名 大学院工学研究科
2. 名 称 水資源質総合計画講座
3. 寄 附 者 株式会社 クボタ
代表取締役社長 三井 康平
4. 寄附金額 総額150,000,000円（分割納付）
5. 設置期間 平成9 年4月～平成12年3月
( 3 年間）
6. 担当 教員
教 授 相 当 市川 新




葬 が法学部主催により， 5月24日（土 ）午後 2時か
【日誌 199河川1日～4月30日 】


















































外科学第二講座を担任した。 平成5 年， 退官と同時








林学専攻， 農芸化学専攻， 農林生物学専攻， 農業工




をもっ て農学の教育・研究を体系的に行っ てき た。
農学研究科は国際的に顕著な研究業績を挙げ， 多く
の優れた研究者 を輩出するとともに， 実学面でも，









握する「小津レドッ クス理論 」 として結実し， 臨床
的に応用されている。 即ち， この理論により肝が全
身のホメオスタ ーシスの中心的役割を果たすことを
明 らかにし， 単に肝臓外科のみな らず移植医学， 救
急医学， 心臓血管外科の領域で利用され治 療方針決
定に直結している。























ことであっ た。 この大学院重点化構想は平成 7年度
より実施に移され， 地域環境科学専攻， 生物資源経
済学専攻， 森林科学専攻， 応用生物科学専攻， 農学
専攻及び応用生命科学専攻が順次設置されることに
よっ て， 同 9年 4月 に6 専攻37講座（ 7 協力講座を


















た，「地域環境科学専攻 」 は， 従来の農業工学専攻
























従来の10 学科は， 農学における一次生産分野， 二次


















tL I に携わっ た後， 同50年京都大学法
学部助手， 同53年助教授を経て平成 元年教授， 同 3
















j住 谷 拓 郎









名付け られたパーリー ・ グリフィン湖（人造湖） が
東西に横たわり， そ の北側はシティーと呼ばれる市









500mにあるので， 7 月半ばか ら 8 月初めの冬季の
夜間には零下数度まで冷え込みます。 そ のような日
の朝には， 湖か らの霧が市街に溢れ， 景色は幻想的
なものに変わりました。 8月の半ば過ぎ， まだ寒い
中， あち らこちらで黄色い小さな花が咲き 始めます。
この木はワトルツリーと呼ばれ， オーストラリアの
国の花になっ ています。 そして全く突然春がやっ て




春， 9月半ばか ら10月半ばまで， フラワーフェステ
イパルが催され， 街を挙げて花の季節を祝います。
主会場の湖畔のコモンウエルスパー クには， 何万株
ものチューリップが咲き 乱れ， そ れは見事で、した。
私は， キャピタ ルヒルの少 し南のフォレストとい
う地区にある， 大学のハウジングオフィス所有のフ
ラットに住んでいました。 私のフラットは， 2階建
てで， 4 世帯入っ ていました。 向かいにはイ ンドネ
シアのチモールか らの家族， 上には中国か らの家族
が住んでお られました。 私のフラットのあるー画に
は， 同 じ様なフラットが10 軒ほど広い中庭を共有し





















南側， パーリー ・ グリフィン湖の近くにあります。
私の研究室の窓の外には， 桐に似た木があり， そ の
長さ30 cmく らいの豆のような実をついばみにいろい
ろな鳥がやっ てき ました。 黄色い冠羽をもっ た体長
40 cmく らいの白いオウム， 緑の羽に赤い体の20 cmf立
のイ ンコなど， オーストラリアの鳥は最tじてとても
カラフlレです。 私は研究室ではほとんど一日中， コ
ンピュータ の前 に座っ て， 地震波形の解析と新しい
イ ンパージョン法の開発を行っ ていました。 疲れる
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4 人のリサーチフエローカfいました。 アイ スランド
出身のオリ ・ グッドムンドソンさん， アメリカ出身
のフィル ・ カミ ンスさん， イ ギリス出身のマルコ
ム ・ サンブリッジさん， オラン ダ出身のロブ ・ パン
デルヒルストさんです。 講座主任は， 英国ケンブリ
ッジ大学出身のブライ アン・ケネット教授です。 彼
は 「建根人 」 という印鑑をもっ ているく らい知日派
の人です。 リサーチフエロー は任期 がlないし3 年
の研究者です。 けれども彼 らの生活は実質的には安
定しています。 これは， ケネット教授と彼 らとの聞
の信頼関係に負うところが大き いと思います。 さ ら
に， 彼 らは自分の研究に専念でき る環境の中で働い
ています。 日本では最近， 大学教員の任期制の法制





堂のあるキャピタ ルヒル， そ の左斜め上にキャンベ
ラ名物の1 40 mジ、エツト噴水が見えます。 長男豪志
（ ごうし） は， 私がオーストラリアに出発する10日
前 に生まれました。 キャンベラで一緒に生活をする
ようになるまでの9 か月間， 育児はすべて妻が受け
もっ てくれました。 そ の分， 私は研究に専念するこ
とができ ました。 キャンベラでの10 か月間は， 私に
とっ て非常に実り多いものになりました。














を行っていた。 まだ京都大学に全国共 同 利用大型計
算機センタ ー の姿はなく， 計算機に苦労する時代で
あったが， 3 人の同級生を含む5 人のグループのチ
ー ムワー クもよく， よい仕事ができ たと会えばいま










磁性を示すが， 温度を上げていくと， 向き を反転す
るスピンが少 しずつ増えていく。 ところが温度が





温度がTcの近 傍では同 じ向き のスピン 同 士があち
らこち らでグルー プ（ クラスタ ー ） をっくり， Tc
に近い温度ほ ど ， グループは大き くなっていく。 グ
ループはくっついたり， 分裂したり， 大き な揺 らぎ









りは椅子， 机， 戸棚で固まれ， 無秩序なキャンパス
に一転したのである。 また73年にはオイ ルショッ ク，
電気料金が60 %もはね上がりトイレットペー パー の
買い占めがブラウン管を独占した。 なぜ多くの人が，























うか。 温度は環境を指定する重要なパラメー タ であ
るが， 鉄粉が磁石で揃うように， 電場， 磁場によっ
ても秩序を作り出すことができ る。 ただ社会現象の
場合， 秩序ある状態がどんな場合にもよい状態とは















では， 1 1月 2 日の記念式典を中心に様々な行事が準
備されている。 京大百年の歴史のなかで， 創立記念
をこのように盛大に祝う行事にはどのようなものが
あっ たのだろうか， 簡単に振り返っ てみたい。
創立記念の祝日そ のものは 創立直後の1898 （明
治31）年か ら存在したことは， すでに本連載でも述
べた（連載第21回， 「京都帝国大学における祝日の
変遷」， 『京大広報J No506）。 そ してそ の祝日が何回
も変更された事情についてもそ こで述べたとおりで
ある。 このように創立記念祝日とそ れに伴う式典は
早くか ら行われていた。 行事の中身としては， 当 初
はいわゆる儀式のみであっ たが， 史料によるとおそ
らく1905年ごろか ら， 年によっ て違いはあるが， 講
演会を開催したり， 観覧券を要所に配付して学内開












は不明だが， この式典は挙行されなかっ た らしい）。
さて記念行事の中身だが， 久週宮邦彦王・多嘉王を
招いた式典のほか， 勤続者表彰， 記念講演， 絵はが
き 配付， 学内開放・ 展示， 祝宴， 園遊会などが6月
18日か ら20 日にかけて行われた。 このうち勤続者表
彰は25周年で初めて実施され今日まで続いているも
のであり， 大学主催だっ た園遊会はこの 2 年後に学
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祝日の変選 （続）」， 『京大広報J No508 参照） ように
現在まで続く行事がいくつか25周 年で始まっ てい
る。 さ らに， 25周年を記念した募金によっ て楽友会
館が建て られた （写真参照） ことも忘れてはならな
し、。
次の大き な区切りは19 47 （昭和22）年の50 周年だ
っ た。 学内では準備委員会が設置され， そ こでは
様々な企画が提案されたようである。 まず注目され
るのは， 創立記念日の6 月18日には名誉教授の懐古
談のみ行い， 大規模な記念祝賀式は10月 下旬 （25～
31日） に催されたことである。 これは準備委員会の
議論のなかで， 6月18日は梅雨時であり食べ物の腐




しては， 当 該時期 の授業を休止した上で， 農学部グ
ラウンドでの記念祝賀式に始まり， 学内開放， 講演
会の開催のほか， 映画の上映， 美術や京 大の歴史の
展覧会， 模擬法廷， 弁論大会， さ らには野球大会や
運動大会なども行われた。 この祝賀行事は開催の規
模でいえば， 25周年式典はもちろん後年の70 周年の
そ れも上回るものであっ た。 そ して注目すべき こと




半分以上は同 学会の主催になっ ていた。 前 述した昭
和 初期 の園遊会がいっ とき 復活した形であっ た。

























描かれ， 明確に区別されている。 さ らに極端なのが，
鎌倉時代の『病草紙』の中の「肥満の女jで， 高利
貸でもうけた女が過食で肥満となり， 侍女の助けで








そ の次の記念事業は1967 （昭和42）年の70 周年で，
記念式典(1 1月3～5 日）， 『京都大学七十 年史Jの







迎えるにあたっ て京 大が自 らの歴史をどう考える
か， 大きな課題だといえよう。
（百年史編集史料室）
を呈している。 男性で大体 7 人にl人， 女性で5 人
にl人が肥満状態にあるという。 「 ダイエット 」 が
日常会話に定着し， ファッションにす らなっ ている。
食が量的に充足された状況下では， 食の軽視， 過激
な ダイ エット， 極端な利便性の追及といっ た困っ た





















研 修 の 名 称、
新 採 用 職 員 研 修
王 任 研 fl多















今 （施 設 系）ペシ （教務系）
実 施 時 期
4/7 ～ 4  /10 ( 4日間）
9/9 ～9 /12 ( 4日間）
10/21 ～10/24 ( 4日間）
7 /15～7 /17 ( 3日間）
ー・ ・ーーー』ーーー一ーー世喧』ー－ - －’ ・ ・ ー・F
2 /24～ 2 /26 ( 3日間）
5/ 6～7 /II (40時間）
ーーーーーー』ーー ＋ーー’ー－ －’ー ー『・ － - - -
10/ 3 ～12/12 (40時間）
9/24 ( 1日間）
未定 ( 2日｜間）
4 /14～ 4 /15 ( 2日間）
5/14～9/30 （予 定）
ー－ - - - �酔宇唱トー－－・『F’ー－ - - －ーーーーーー














事 務 1成 員
課長 ・ 事務長
課長補佐・事務長補佐－専門員
新 採 用 職 員
新 採 用 職 員
ーーーーーーーーーーーーーー』ーー』ーーーーー








































区 分 金 額 区 分
1. 予 算 額 33,412千円 2. 配 分 額
当 初 財 j原 35,012 (1）特 別 事 業 旅 費
節 約 額 ム 2,708 (2）入 学 試 験 経 費
欠員充員分より繰入 1,108 (3）各部局への補足
（校 費）
区 分 金 額 区 分
1. 予 算 額 591 330 千円， (3）厚 生 補 導 費
当 初 財 源、 583,737 (4）入 学 試 験 経 費
自行 約 額 ム22,662 (5）本 部 運 営 費
欠員充員分より繰入 30,255 (6）管 理 運 営’ 費
2. 配 分 額 591,330 庁舎等管理運営費
(1）継年的補足経費 38,295 施 設 等 整 f滞
(2）教 育 研 究 経 費 137,115 (7）各部局への補足
教育研究用図書整備 2,503 
教 育 研究用 設 備費 97,600 






－ーーー『a・ ーーーーー・・ーー『 ー ’ ー
週2回午後l回2時間






















～豊か な 生活と コ ミ ュニ ケ ー シ ョン～
医療技術短期大学部では， 来る 7 月 5日， 12日， 19日， 26日の各土曜日に， 広く一般 市民を対象とする「京
都大学医療技術短期大学部第10回健康科学公開講座 ～ 豊かな生活とコミ ュニケーション～」 を， 下記のとお
り開催します。
記





ファミ リー コミ ュニケーション
7月26日（土） もの言わぬ臓器とのつき あい方
目出内コミ ュニケーション
． 時 間 午後l 時30 分開始（所要時間3～4時間）
山根 寛 助教授
小西 紀一 教 授
大塚 研一 助教授
笹山 哲 助教授
谷垣 静子 講 師
山崎あけみ 講 師
福田 善弘 教 授
野村 蟻 教 授




． 定 員 70名
・受 講 料 6,400円（テキスト代を含め全講義を通しての受講料です。
納め られた受講料は返金でき ません。）
．申込方法 6 月13日 （金） までに， 現金書留にて受講料 ， 申込書
（住所， 氏名， 年齢， 職業， 電話番号を記入のこと。 形式
は問いません。）， 返信用封筒（8 0円 切手を貼っ たもの）
を同封の上郵送又は直接庶務掛へ持参のこと。
問い合わせ及び申込先 干606 01 京都市左京区聖護院川原町53
京都大学医療技術短期大学部庶務掛






大学院理学研究科数学教室では 来る 7月28日 （月） か ら 8月 1 日 （ 金） の 5日間数学教育関係者をはじめ
現代数学に興味のある高校 生以上を対象とする 「現代数学展望 jを 下記のとおり開催します。
記






15: 10 ～17: 10 微分方程式について 塩田隆比呂 助教授
微分方程式は， いろいろな現象を数学的に記述するのに使われる， 一般 的な
言葉です。 それだけに， 微分方程式を解くための方法も， あるいは「解くJと
いうことの意味自体も多種多様で， 特に偏微分方程式に対しては， 本当 に広い
クラスの方程式を一括して扱える一般 論のようなものはありません。
この講義では， 常微分方程式と偏微分方程式， さ らに1 960年代後半か ら理解
が進んだソリトン方程式の話を中心に， 微分方程式を解くということの意味と，
その応用について考えたいと思います。
7月2 9日lj<j 13:00 ～ 15:00 モジュラー形式入門 池田 保 助教授
モジュラー形式の理論は歴史的には楕円関数 （ すなわち複素平面上の 2 重周
期関数） の不変量の研究か ら発生しました。 今日でもモジュラー形式の理論は
整数論における最も重要な研究テーマの一つになっ ています。
この講義では， モジ、ユラー形式の理論の基礎的な部分を概観したいと思います。
15:10 ～17: 10 行列群と有限群 松津 淳一 助 手
7月30日同 13:00 ～ 15:00 行列群と有限群
15:10 ～17: 10 微分方程式について
7月31日（柑 13:00 ～ 15:00 モジ、ユラー 形式入門
15:10 ～17: 10 微分方程式について
8月 1 日幽 13:00 ～ 15:00 モジ、ユラー形式入門
． 会 場 京都市左京区北白川 追分町





京都大学大学院理学研究科数学教室第3 講義室 （ 1階南側）
（ ※自家用車での来場はご遠慮下さい。）
． 受講資格 現代数学に興味のある高校 生以上の方
． 定 員 50名 （申込が定員を超過した場合は抽選による。）
・受 講 料 7,400 円 （ 講座開催初 日に受付へ納付 して下さい。）
．申込方法 官製往復ハガキに次の事項を明記すること （申し込みはl名につき l枚とする）。
①氏名②住所 ・ 電話番号③ 年齢・性別④勤務先又は学校名⑤ 受講目的
（ 郵送先） 干606 01 京都市左京区北白川 追分町
京都大学大学院理学研究科数学教室「公開講座 」 係
返信ハガキにも住所・氏名を記入すること。
.申込期間 6月 1 日 ～ 6月30日
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